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復活節第 2 主日礼拝 説教「天の窓は開かれた」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2019 年 4 月 28 日  

列王記下 7 章 1～16 節 ルカによる福音書 24 章 13～35 節 

主イエスのご復活を共々に祝った私た
ちが、こうして一巡りの歩みを終え、再
び主の御前へと集められて参りました。
そこで、先ず思うことは、先週との違い
です。礼拝の名称、聖餐式等の聖礼典の
執行、聖歌隊による讃美、などなど、形
の上での大きな違いがあるからです。け
れども、それは、イースターという特別
な日を祝う上での違いであって、私たち
がこうして主の日の礼拝を守る上では、
何一つ変わるものではありません。なぜ
なら、甦りの主と共にこうして献げられ
ているものが、主の日の礼拝でもあるか
らです。また、そうであるからこそ、主
の日から主の日へと導かれることで、私
たちの人生は、この甦りの主によって、
豊かなものとされるのです。それゆえ、
この、主の日から主の日へと導かれる私
たちの歩みを、巡礼にたとえ、語ること
もできるのでしょう。 

ところで、スペイン、サンチャゴへと
続く巡礼の道、エル･カミーノをご存じ
でしょうか。日本でも昨今人気を博して
いるとのことでありますが、そのことに
加えて、昨年度の信徒の友にも、学生た
ちのサンチャゴ巡礼の記事が載っており
ましたので、ご記憶の方もおられること
と思います。ちなみに、この巡礼の旅に、
私の友人の息子も参加し、信仰的にも大
きく成長させられたとのことですが、し
かし、昨今の人気の高まりは、信仰者だ
けに限ったものではありません。フラン
スからスペインまで続くこのエル･カミ
ーノの全行程は、その距離およそ 700 ㎞
と言われていますが、ですから、すべて
の人が、一度に全行程を踏破できるわけ
ではありません。区間を区切って、少し
ずつ全行程を歩き通す方もおられるとの
ことですが、それゆえ、全工程を終えて
得られる達成感がその人気の後押しをす
ることにもなったのでしょう。けれども、
それだけにまた、それが、信仰的営みと
してなされたとき、信仰者は、信仰的に
大きく成長させられもするのでしょう。
ただ、主の日から主の日へと歩み続ける

私たちの人生と、今日、御言葉が語る、
この弟子たちと主イエスとのエマオへの
道行きとを思いますと、サンチャゴ巡礼
といった非日常的な体験だけに過剰な期
待感を寄せることは、今日の御言葉が語
るところからすれば、大事な何かを見失
う危険性があるように思います。 

サンチャゴ巡礼のような特異な体験は、
その達成感の大きさゆえに、宗教的にも
貴重な経験であることは分かります。し
かし、甦りの主イエスが、その信仰の目
が開かれるために私たちと共に歩み続け
ておられるのは、そうした特異な状況下
だけではありません。主の日の礼拝から
礼拝へと導かれる私たちと共にいてくだ
さっているのが、先週その復活を祝った
ばかりの甦りの主なのです。ですから、
そうした非日常的な体験が、もし、私た
ちの主と共にある普段の日常を見失わせ
るのであれば、それらの機会によって、
主に向かってその目が正しく開かれるこ
とはなく、結局は、そうした貴重な体験
が返って仇となることもあるのでしょう。
しかし、昨今の人気の高まりを、だから、
ダメだ、無駄だと決めつけることもまた
間違いです。私たちが、甦りの主と共に
こうして歩んでいることを日常において
深く自覚しているなら、日常を離れ、そ
うした非日常的な体験とは、必ずや恵み
深いものとなるからです。ですから、何
かを知りたい、掴みたいと思っている
人々のことを、私たちは、闇雲にただ批
判するだけで終わってはなりません。む
しろ、そういう求めにある人々とこそ、
私たち自身が積極的に寄り添い、時間を
共にし、働きかける必要があるのです。
それは、そうした非日常的体験になにが
しかの期待を寄せる人々は、自らの置か
れた日常に対し、閉塞感を抱くか、もし
くは、生きることに自信が持てずにいる
場合が多いからです。 

そして、私たちにそれができるのは、
今日の旧新約聖書のそれぞれが語るよう
に、たとえ神を信じ、イエス様を信じて
いようとも、神の声に耳を閉ざし、また、
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共に歩むイエス様に対しても、私たちも
また、目を閉ざしてしまう場合があるか
らです。そして、それは、私たち信仰者
自身、自らの置かれたこの日常に閉塞感
を抱き、また、自らの信仰に自信すらを
持てず、心を固く閉ざすことがあるから
です。それゆえに、御言葉は、そのよう
な私たちに、目と耳を開くことを求める
のですが、そこで、私たちが、もしその
ような状況に陥ったとき、甦りの主イエ
スと出会った弟子たちの、このエマオへ
の道行き、この巡礼の旅が、目を開くた
めのプロセスを語ってくれているように
思います。 

この二人の弟子たち、その一人はクレ
オパと言われていたそうですが、この人
は、たった一回ここに登場するだけで、
それ以外のところにその名が記されるこ
とはありません。また、今日の最後の箇
所では、この二人が、十一人の弟子たち
と出会ったとあることからも分かるよう
に、この二人が主イエスの 12 弟子でな
かったのは明らかです。けれども、ルカ
は、この二人を弟子と呼び、そして、こ
の二人がこの時感じている混乱と動揺の
中で、このエマオでの経験を通し、主イ
エスへと目が開かれる過程を語るのです。
それは、甦りの主イエスとの再会が、こ
の二人だけの特異な体験ではないからで
す。従って、ルカが言うこの二人の弟子
とはつまり、主イエスと共に歩む一人一
人でもあるということです。ただ、もち
ろん、すべての者がこの二人のように、
主に対しその目が遮られているわけでは
ありません。共にいます主イエスをはっ
きり意識している人もいるからです。け
れども、礼拝に集められながらも、それ
は、全員ではないように思います。彼ら
の目が開かれ、共にいますお方が主イエ
スだと分かった瞬間、主イエスの姿が見
えなくなってしまったように、見えない
ことに不安を覚える人々は、こうして礼
拝を献げる者の中に間違いなくいるから
です。 

見えないということ、目の前にいない
と言うことは、どういうことなのでしょ
うか。それは、私たちの不安と恐れをか
き立て、それゆえ、私たちの気持ちは、
主イエスから離れ、よしんば、主への熱
い思いはあっても、主イエスご自身に目

を向けることは難しいということです。
またそれだけに、そこで静かにしてはい
られない、答えの見えない、もしかした
ら、そもそも答えなど最初からなかった
のではないかと、言葉には出さずともそ
う思い、そして、主への篤い思いゆえに、
また、それを隠そうとして余計に何かを
言わずにはおられない、この二人が、
「話し合い論じ合っていた」とあるのは、
そういうことであったように思います。
ですから、そうしたとき、誰かが横から
余計な口を挟もうものなら、それがたと
え主イエスであっても、その憤りを露わ
にすることにもなるのでしょう。泡飛ば
し話し続けるこの二人に向かって、主イ
エスが、「それは何のことですか」と尋
ねたところ、クレオパが「あなただけは
知らないのですか」、「あなただけは」
と強調しているところに、主イエスに向
けられたこの二人の苛立ちが現されてい
るように思います。それだけではありま
せん。その問いかけへの説明として、主
イエスのことを「ナザレのイエス」と言
ってのけるところに、十字架の主イエス
と距離を置こうとする彼らの不誠実さを
見て取ることができるからです。そして、
それは、この二人の混乱と動揺がそれだ
け大きかったからでもありました。 

けれども、その一方で、この二人は、
主イエスの十字架と復活の出来事につい
て、間違ったことは言ってはいないので
す。それどころか、これまでの経緯を正
しく説明し、その理解の正しさを実証さ
えしているのです。しかし、目が遮られ
ているということは、そういうことなの
かもしれません。彼らが、どこか他人事
のように語るしかなかったのは、主イエ
スの出来事を自分のこと、我が事として
飲み込めずにいたからです。ですから、
そこで、主イエスが「ああ、物わかりが
悪く、心が鈍く預言者たちの言ったこと
すべてを信じられない者たち」と言って
いるのはよく分かります。自分では何や
ら正しいことを説明しているように思っ
ても、肝心要の主イエスの出来事を我が
事とすることができないわけですから、
その勘違いには、主イエスといえども、
怒りたくなるのが当然です。 

そこで、この主イエスの言葉を、ある
先生は、私に対し、次のように言い直し、
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説明してくれたことがありました。主イ
エスが仰った「物わかりが悪く、心が鈍
く」とあるこの箇所は、それが、主イエ
スの思いの深さが現れ出ている言葉であ
る以上、決してきれいな言葉であるはず
はないということです。ですから、ここ
は、主イエスにきれいな言葉で語らせる
のではなく、むしろ、瞬間的に湧き起こ
る率直な思いを語らせる方がより分かり
やすく、そして、その言葉とは、「バカ
ヤロー」というこの一言であるというこ
とです。ですから、そこで私は、なるほ
どと、そう思わされたのですが、このこ
とはつまり、先週の朝ドラの台詞を借り
るなら、この二人の弟子たちの発言には、
「魂が籠もっていない」ということで、
だから、彼らのこの勘違いに対し、主イ
エスが、思わず「バカヤロー」と、そう
怒鳴ってしまったということです。 

ただ、朝ドラのその先生のように、主
イエスもまた、思いつきのように好きな
ことを言うだけで、その場を立ち去るよ
うな無責任な方ではありません。だから、
怒鳴りながらもその上で、御言葉に基づ
き、十字架と復活の出来事について、事
細かな説明をしたのです。それゆえ、こ
の二人は、そんな主イエスの気持ちを受
け止め、満ち足りた時間を過ごすことに
もなったのです。二人が、その時のこと
を思い起こし、「道で話しておられると
き、また聖書を説明してくださったとき、
私たちの心は燃えていたではないか」と、
こう語っていることから分かります。け
れども、そこで、私たちが忘れてはなら
ないことはそれでも、この二人の目が開
かれることはなく、目が開かれたのは、
主イエスと食卓を共にした後であったと
いうことです。 

そこで、この食卓について、私たちが
真っ先に思い起こすのは、聖餐式です。
それゆえ、このパン裂きについては、古
くから様々な形で議論されることになっ
たのですが、しかし、宗教改革者カルバ
ンはじめ、同時代に生きた神学者たちは、
このパン裂きを聖餐と見なすことはあり
ませんでした。それは、それに先立ち、
制定の言葉が語られていないからです。
従って、この理解に立てば、その時のこ
とは、ただ食卓を共にしたに過ぎない、
そういうことでもあるのでしょう。しか

し、では、ただ食事を共にするだけで、
どうしてこの二人の目が開かれたのでし
ょうか。食したパンと目が開かれたこと
との関連性については、未だにはっきり
したことは言えないのでしょうが、しか
し、この二人の目が開かれるに至ったそ
の理由は、主イエスと共に囲んだ食卓に
あるのは間違いありません。 

聖餐は、私たちにとって、主イエスの
命に与る大切な儀式です。私たちの信仰
の命そのものであると言っていいのでし
ょう。だから、軽々しく与ることはでき
ないし、まただから、聖餐に与る度に私
たちはその点を確認しているわけです。
けれども、この霊的体験は、魔法のよう
に私たちの目を開かせるものではありま
せん。聖餐に際し、その点を繰り返し確
認するのは、私たちの目が閉ざされるこ
とがあるからです。けれども、その上で、
ここでのことについて敢えて申せば、や
はり、主の食卓との関わりの中で理解し
ていいことなのだと、私はそう思うので
す。それは、主の食卓において、私たち
が経験することと、そして、ここでこの
二人の弟子たちが経験したこととは、同
じ内容を現しているからです。それは、
二人の弟子たちが招かれたこの食卓の主
人も、私たちを招く食卓の主人も、同じ
主イエス･キリストだからです。 

何を食べ、そこで、食べたものによっ
てどのような効能がもたらされるのか。
その効果が高ければ高いほど、いつの時
代においても、人々の関心を引くもので
す。しかし、私たちが与る聖餐は、ヒア
ルロン酸やコンドロイチンのように、私
たちの痛みを軽減するものではありませ
ん。混乱や動揺、生きることへの不安や
恐れ、そういったものを取り除いてくれ
るわけでもなく、また、改善してくれる
わけでもありません。ただ、人は、それ
を期待しています。そして、このような
期待こそが、また、十字架と復活の出来
事の理解を妨げることにもなるのです。
彼らが「あの方こそイスラエルを解放し
てくださると望みをかけていました」と
主イエスに語ったことが、そのことを物
語ってくれています。なぜなら、その期
待、望みをものの見事に打ち砕いたのが、
主の十字架の出来事であるからです。復
活の主と共に与るそのパンによって、十
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字架というこの痛みが、まるでなかった
かのように取り除かれることもなく、そ
れゆえ、主と共に歩む私たちのその生涯
が、私たちにとっての望ましいものだけ
に囲まれた、バラ色の生涯となることも
ないからです。 

しかし、それにも関わらず、その目が
開かれ、大きな希望を見つめることにな
ったのがこの二人の弟子たちなのです。
ですから、このエマオへの道行きが、二
人の目が開かれるプロセスを明らかにし
ているのは間違いありません。ただ、御
言葉が同時に語ることは、この二人の目
が開かれ、それですべてが終わったわけ
ではないということです。それは、この
二人がこの後も生き続けなければならな
いからです。では、この二人がその後生
きる場とはどういう場であり、どういう
ものであるのか。目が開かれたこの二人
が見つめたものは、自分がどこに置かれ、
どこに生きているか、このことに気がつ
かされたのが、主と共にエマオへの旅し
たこの二人でありました。それは、この
二人が、それを我がこととして受け止め
ることになったからです。 

二人の気づきとはつまり、共にいます
主が、私たちの人生の主であり、この主
がいますところに、私たちもまた共に生
き、そして、この事実と現実を我が事と
しているということです。つまり、この
甦りの主と共に、人生という巡礼の旅を
続けているのが私たちであり、そして、
それは、私たちが、自分は分かった、自
分は分からない、私たちがどれほどその
ようなことを思おうとも、旅の終わりま
でを変わりなく共に歩み続けてくださっ
ているのが私たちの主イエスであるとい
うことです。このように、旅路の終わり
までを導かれるのは私たちの主イエスで
あり、そして、それは、今日の御言葉の
中でも語られていることです。この二人
の家に主イエスが招かれながらも、その
食卓においては、この家の主として振る
舞われたように、私が私がと、自分の思
い通り、考えどおりに整えることのでき
ると思い込む、何人も犯すことが許され
ないと思う、この「我が家」という領域
において、それにも関わらずその食卓の
主人は主イエスであるのです。 

二人の弟子たちは、このことに気がつ
かされ、そして、その目が開かれること
になったのです。ただ、それは、この二
人だけが特別であったということではあ
りません。目が開かれることになったの
は、この二人と変わらない経験をした、
彼らの仲間も同じであったからです。こ
のように、主イエスとの交わりに生かさ
れているのは、彼らだけでなく、彼らの
中も同じであり、そして、それは私たち
も同じです。また、だから、この交わり
に生かされていることへの気づきが、私
たちの曇るその目をその都度主イエスへ
と開き、大きな希望を与えることになる
のです。主イエスの「バカヤロー」との
声をこの二人が感謝をもって受け止めて
いるのはそのためです。 

主の眼差しの中に置かれ、つまり、主
イエスとの交わりに生かされ、目が開か
れているのが私たちなのですが、このこ
とはつまり、私たちの見ているものも主
イエスの見ているものもすべて同じであ
るということです。そして、見ているも
のが同じなわけですから、その口から出
る言葉も、その祈りの言葉もすべて同じ
であるということです。ですから、そこ
で当然、私たちは笑顔に変えられること
になるのでしょう。仲間と共に主イエス
のその眼差しを日々我が事として受け止
めているのが私たちであるわけですから、
そのことを互いに喜び合わないはずはあ
りません。それは、気づきが与えられた
この二人の顔を思い浮かべれば分かるこ
とです。ただ、そうは言っても、それで
も、私たちが、難しい、嫌だなと思うこ
とは、いろいろとあるのでしょう。けれ
ども、それでも、主は私たちと共にいま
し、終わりまでを導いてくださるのです。
そして、それは、共にいます主イエスが
曇る私たちの顔を必ず笑顔へと変えてく
ださるということであり、それは、私た
ちの笑顔を一番望んでいるのが主イエス
でもあるからです。ですから、その主イ
エスの顔を曇らせないためにも、主が私
たちに向けるその眼差しに対し、また、
その祈りの言葉に対して誠実に応え、主
イエスの眼差し、その言葉を我が事とし
て表して参りましょう。 

祈り 


